
𝑇 [K]

𝑇 [K]熱流[W]：𝑃

温度差𝜃は熱流𝑃に⽐例するので、⽐例定数を𝑅 と置くと、
𝜃 𝑃・𝑅

⻑さ𝑙 ⼤ ⇒ 抵抗𝑅 ⼤
断⾯積𝑆 ⼤ ⇒ 抵抗𝑅 ⼩

⻑さ𝑙 [m]

断⾯積𝑆 [㎡]

𝑅熱抵抗[K/W]：
熱抵抗（伝導）

熱伝導率𝜅
[W/m･K]

※熱回路のオームの法則

V 𝐼・ 𝑅 ※電気回路のオームの法則

（𝑇 𝑇 ）温度差[K]：𝜃 𝑇 𝑇

対応

対応

伝導

電気抵抗
𝑅

𝑙
𝜎𝑆

⻑さ𝑙 ⼤ ⇒ 抵抗𝑅 ⼤
断⾯積𝑆 ⼤ ⇒ 抵抗𝑅 ⼩

⻑さ𝑙 [m]

断⾯積𝑆 [㎡]

抵抗[Ω]：
電気伝導率𝜎
[S/m]

※電気伝導率𝜎は物性値

※熱伝導率𝜅は物性値
（ダイヤ：1000、銅：400、ガラス：1、⽔：0.6、空気：0.02）

：物体中を伝わる熱

𝑙
𝜅𝑆

電熱（２） 《熱流と熱抵抗》



𝑇 [K] 𝑇 [K]

（𝑇 𝑇 ）温度差[K]：𝜃 𝑇 𝑇 温度差𝜃は熱流𝑃に⽐例するので、⽐例定数を𝑅 と置くと、

𝜃 𝑃・𝑅

V 𝐼・ 𝑅

※熱回路のオームの法則

※電気回路のオームの法則
対応

対流（伝達）

液体⼜は気体

熱流[W]：𝑃

𝑅熱抵抗[K/W]：
熱抵抗（対流）

熱伝達率𝛼
[W/㎡･K)]（断⾯積𝑆 ⼤ ⇒ 抵抗𝑅 ⼩）

断⾯積𝑆 [㎡]※熱伝達率𝛼は、流体の物性や流速などによって決まる。
（静⽌した空気：5、流れている空気：10〜300、流れている⽔：300〜6000）

：熱を受け取った気体や液体が移動することで伝わる熱

1
𝛼𝑆

電熱（２） 《熱流と熱抵抗》



電熱（２）
放射（輻射）

真空

熱流[W]：𝑃

𝑅
1
ℎ𝑆 （断⾯積𝑆 ⼤ ⇒ 抵抗𝑅 ⼩）

断⾯積𝑆 [㎡]
熱抵抗[K/W]：

熱抵抗（放射）
放射熱伝達率ℎ
[W/㎡･K)]

電磁波

：空間を伝わる熱

断⾯積𝐴[㎡] 断⾯積𝐴[㎡]

放射エネルギーは温度の4乗に⽐例する

平板１→２：

𝐽 𝜎・𝑇
※ステファン・ボルツマン定数 𝜎 5.67 10 [W/㎡・K ]

放射発散度[W/ 𝑚 ]： （ステファン・ボルツマンの法則）

放射エネルギー[W]：𝐸 𝜀・𝐹 ・𝜎・𝐴・𝑇
放射率[0~1.0]：𝜀

形態係数[0~1.0]：𝐹

熱流[W]：𝑃 𝜀𝐹 𝜎𝐴𝑇
平板２→１：熱流[W]：𝑃 𝜀𝐹 𝜎𝐴𝑇

トータルの熱流[W]：𝑃 𝑃 𝑃 𝜀𝐹 𝜎𝐴 𝑇 𝑇

𝜀𝐹 𝜎𝐴 𝑇 𝑇 𝑇 𝑇 𝑇 𝑇

𝑇 [K] 𝑇 [K]

平板１ 平板２

（𝑇 𝑇 ）温度差[K]：𝜃 𝑇 𝑇

𝜃熱抵抗𝑅 の逆数

𝑃
𝜃
𝑅

※熱回路のオームの法則

《熱流と熱抵抗》



𝑃 ：熱流[W]、 𝜃 ：温度差[K]、 𝑅 ：熱抵抗[K/W]、 𝑄：熱量[J]、 𝐶 ：熱容量 [J/K]

𝜃[K]𝑅𝐶

𝑃 𝑃

𝑃

𝜃 𝑃・𝑅

V 𝐼・ 𝑅

※熱回路のオームの法則

※電気回路のオームの法則
対応

𝑄 𝐶 ・𝜃 ※熱容量と熱量の関係

𝑞 𝐶 ・ 𝑉 ※静電容量と電気量の関係
対応

熱抵抗𝑅  [K /W]、熱容量𝐶  [J/K]の物体を、熱流𝑃[W]の熱源で加熱する。例）
RC電気回路の過渡現象と
同じであり、これを解くと、𝑃 𝑃 𝑃

𝜃
1
𝐶 𝑃 𝑑𝑡

𝜃 𝑃 𝑅

･･･①
･･･②

･･･③
𝑃 𝑡 𝑃 1 𝑒

𝑃 𝑡 𝑃𝑒 が求まる。

電熱（２） 《熱回路》


